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主な内容　p2-3稲敷市の家計簿、P4-5笑遊秋まつりと爆笑稲敷ラ
イブ2008パート3、p6男女共同参画、p7裁判員制度、p8姉妹都
市への派遣報告、p9選挙管理委員会からのお知らせ、など

表紙　稲敷の子ども達はいつも元
気いっぱい。（関連記事p18）



平成19年度各会計決算報告

稲敷市の家計簿は
平成19年度の一般会計と特別会計の決算額は、歳入総額344億3,877
万円、歳出総額330億5,041万円となりました。歳入歳出の差引額は
13億8836万円となりましたが、3,956万円を平成20年度へ繰り越
すべき財源とするため、13億4,880万円が実質収支額となります。
　平成18年度の決算額と比較すると、歳入で2億9,634万円（0.9％）
の減、歳出で1億2,556万円（0.4％）の減となります。減少の主な要因
としましては桜川中学校と市営住宅（結佐住宅）の建設事業が18年度で
終了したことによるものです。
※1万円未満を切り捨ててあります。そのため、合計額や構成比率など
が合わない場合があります。

●稲敷市財政課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2800）
●稲敷市水道局　tel.029-892-4255

一
般
会
計
の
概
要

一
般
会
計
の
決
算
額
は
歳
入
決

算
総
額
１
８
４
億
３
５
７
３
万

円
、
歳
出
決
算
総
額
１
７
６
億

９
７
２
６
万
円
で
、
前
年
度
と

の
比
較
は
、
歳
入
で
７
億
３
２

７
万
円
（
３
・
７
％
）
の
減
、
歳

出
で
６
億
３
０
４
４
万
円（
３
・

４
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
に
つ
き
ま

し
て
は
７
億
３
８
４
７
万
円
で

す
が
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源

が
２
６
５
６
万
円
と
な
り
ま
す

の
で
、
実
質
収
支
額
は
７
億
１

１
９
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
入
を
財
源
別
に
見

る
と
、
自
主
財
源
は
、
81
億
３

４
１
９
万
円
で
全
体
の
44
・
１

％
を
占
め
、
残
り
の
55
・
９
％

は
依
存
財
源
の
１
０
３
億
１
５

４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

歳
入
決
算
額
の
内
訳
を
前
年
度

と
比
較
し
て
み
る
と
特
定
目
的

基
金
か
ら
の
繰
入
金
や
普
通
建

設
事
業
に
係
る
国
・
県
支
出
金

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
国
の
税
源
移
譲

に
伴
う
市
民
税
の
増
収
な
ど
に

よ
り
、
市
税
全
体
で
６
億
４
３

４
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
遊
休
財
産
の
民
間

へ
の
売
却
を
進
め
た
こ
と
で
財

産
収
入
は
３
億
３
８
６
５
万
円

の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出

歳
出
決
算
額
の
内
訳
を
前
年
度

と
比
較
し
て
み
る
と
、
議
会
費

が
議
員
報
酬
な
ど
の
減
に
よ
り

１
億
３
４
８
４
万
円
の
減
、
総

務
費
で
は
職
員
給
与
関
係
経
費

の
減
や
県
派
遣
職
員
、
各
種
計

画
・
策
定
委
託
の
完
了
な
ど
に

よ
り
１
億
６
５
９
３
万
円
の
減
、

土
木
費
で
は
、
旧
古
渡
橋
架
替

事
業
や
結
佐
住
宅
建
設
事
業
の

事
業
費
の
減
に
よ
り
５
億
１
６

３
０
万
円
の
減
、
さ
ら
に
教
育

費
で
も
桜
川
中
学
校
改
築
事
業

の
事
業
費
減
な
ど
に
よ
り
、
８

億
７
２
７
４
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
民
生
費
が
障

害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

４
億
５
４
４
３
万
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
か
ら
み

た
市
の
財
政
状
況

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財

政
健
全
化
法
）」
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な
４

つ
の
財
政
指
標（
健
全
化
判
断

比
率
）
を
算
定
し
公
表
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ

く
稲
敷
市
の
健
全
化
判
断
比

率
は
、
次
の
通
り
で
す
が
、

４
つ
の
指
標
の
い
ず
れ
も
が

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
な

い
「
健
全
な
状
態
」
を
維
持

し
て
い
ま
す
。

1
実
質
赤
字
比
率
：
赤
字

額
な
し（
13
・
02
％
）

2
連
結
実
質
赤
字
比
率
：

赤
字
額
な
し（
18
・
02
％
）

3
実
質
公
債
費
比
率
：
11
・

５
％
（
25
・
０
％
）

4
将
来
負
担
比
率
：
61
・
７

％
（
３
５
０
・
０
％
）

※
４
つ
の
指
標
の
（ 

）
内
は
そ

れ
ぞ
れ
の
早
期
健
全
化
基
準
を

示
し
、
こ
の
基
準
を
超
え
た
場

合
は
、
自
主
的
に
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
む
義
務
が
生
じ
ま

す
。

広報稲敷 平成20年11月号　2



会計名  収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
江戸崎地区水道事業 3億5,125万円 3億3,420万円 6億4,791万円 8億4,787万円
新利根地区水道事業 2億171万円 1億8,638万円 8,252万円 1億6,311万円
桜川地区水道事業 1億7,022万円 1億6,491万円 2億7,908万円 3億6,171万円
東地区水道事業  4億3,567万円 3億6,158万円 2億578万円 3億8,497万円
工業用水道事業	 866万円 834万円 ー ー

歳入　184億3,573万円
市税 56億1,678万円 30.5％
地方譲与税 5億1,320万円 2.8％
地方消費税交付金 4億3,378万円 2.4％
地方交付税 53億326万円 28.8％
国庫支出金 11億1,803万円 6.1％
県支出金 8億2,120万円 4.5％
繰入金 3億8,641万円 2.1％
繰越金 8億1,130万円 4.4％
諸収入 6億3,915万円 3.5％
市債 14億8,078万円 8.0％
その他※ 13億1,180万円 6.9％

歳出　176億9,726万円
議会費 2億2106万円 1.2％
総務費 19億7,248万円 11.1％
民生費 47億9,364万円 27.1％
衛生費 18億1,124万円 10.2％
農林水産業費 10億4,952万円 5.9％
商工費 9,839万円 0.6％
土木費 19億9,382万円 11.3％
消防費 10億526万円 5.7％
教育費 23億4,023万円 13.2％
諸支出金 9億3,439万円 5.3％
公債費 14億7,717万円 8.4％

会計名  歳入 歳出
国民健康保険 57億8,851万円  54億6,621万円
老人保健  47億5,569万円 46億4,539万円
公平委員会  22万円 7万円
農業集落排水事業  4億2,795万円 4億446万円
公共下水道事業  26億5,138万円 25億8,051万円
介護保険  21億6,025万円 21億1,773万円
簡易水道事業  9,974万円 2,324万円
浮島財産区  431万円 297万円
古渡財産区  494万円 362万円
基幹水利施設管理事業  1億999万円 1億891万円

※その他＝利子割交付金・配当割交付金・株式等譲渡所得割交付金・ゴルフ場利用税交付金・自動車取得税交付金・地方特例交付金・
交通安全対策特別交付金・分担金及び負担金・使用料及び手数料・財産収入・寄附金

▪一般会計	平成19年度決算

▪水道事業会計	平成19年度決算

▪特別会計	平成19年度決算

※工業用水道事業会計を除く各水道事業の収益的収支は、消費税抜きの金額です。

※
４
つ
の
指
標
は
い
ず
れ
も
標

準
財
政
規
模
（
市
町
村
が
自
由

に
使
え
る
財
源
の
標
準
的
な
規

模
）
に
占
め
る
当
該
数
値
の
割

合
を
示
す
も
の
で
す
が
、
1
は

普
通
会
計
（
稲
敷
市
本
体
の
会

計
）の
赤
字
額
、2
は
稲
敷
市
の

全
会
計
の
赤
字
額
、
3
は
稲
敷

市
全
て
の
会
計
と
一
部
事
務
組

合
の
公
債
費
の
合
計
額
、
4
は

稲
敷
市
の
全
て
の
会
計
と
一
部

事
務
組
合
な
ど
の
地
方
債
の
現

在
高
な
ど
で
す
。

障害者自立センター
　　「ハートピアいなしき」
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今年最後のお笑い「爆笑稲敷ライブ2008	パート3」と　　　　お笑いふれあい文化の日「笑遊秋まつり」を開催！

笑いによる「まちおこし」を目指す、ボランティア団体「笑遊の郷」。11月に2つのイベントを仕掛けます。
　まずは3日の文化の日。笑遊秋まつりと題して、市民のふれあい、地元の特産物、そしてアマチュアとプ
ロのお笑いを堪能してもらいます。
　そして、今年最後のお笑いが22日、江戸崎公民館で開催される「爆笑お笑いライブ2008」。おなじみに
なった欽ちゃん劇団のバラエティ公演に始まり、若手芸人のお笑いバトルはこの日が決勝戦。ステージ上
で熱い火花を散らしてのバトルが行われます。

●秘書広聴課政策審議室（江戸崎庁舎）　

☎ 029-892-2000（内線 2405）

日時：11月3日（月）午後1時（開場12時30分）

     　～午後3時
入場：無料（入場券は必要ありません）先着500人自由席
　　▪和太鼓演奏（ハートピアいなしき）

　　▪鼓笛隊（江戸崎保育園）

　　▪お笑いバトル敗者復活戦（11月22日の決勝に向けて）

　　▪赤いプルトニウムお笑いライブ
　　▪カンカラお笑い公演
　　　●司会　笑遊館番頭　鶯

おうしゅん
春亭梅八

場所：あずま生涯学習センター

「笑遊秋まつり」

特産物販売	※笑遊秋祭りと同日開催
場所：あずま生涯学習センター玄関前　
時間：午前11時～午後3時30分

●ＪＡ稲敷即売店：なす、ブロッコリー、
椎茸、きゅうりなど新鮮な野菜直売　
●ゴットマザーＲＵ会：手作りれんこん料理（れんこんコロッケ、

れんこんチップ、れんこんサラダなど）、稲敷産れんこん　
●清涼市：古代米入り赤飯、米粉のお菓子、漬物、かきもち、味
噌、手作り加工品、新鮮路地野菜など

会場へは無料シャトルバスをご利用ください
（各公民館とあずま生涯学習センター間を結ぶ１往復の便）
1江戸崎公民館（10：30発）⇔あずま生涯学習センター（15：30発）
2桜川公民館　（10：30発）⇔あずま生涯学習センター（15：30発）
3新利根公民館（10：30発）⇔あずま生涯学習センター（15：30発）
※午前11時から午後1時まで、あずま生涯学習センター前にある

「稲敷市障がい者センターハートピアいなしき」にてハートピアま
つりを開催していますので、笑遊秋まつり前にお楽しみください。
内容：各種イベント、創作品販売、模擬店（豚汁、混ぜご飯、ポン菓子など）

▲ハートピアいなしきの和太鼓演奏

▲カンカラ
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今年最後のお笑い「爆笑稲敷ライブ2008	パート3」と　　　　お笑いふれあい文化の日「笑遊秋まつり」を開催！
笑って！ 遊んで！ 感じて！ いなしき

日時：11月22日（土）午後1時（開場12時30分）～
　　　第一部：欽ちゃん劇団バラエティ公演
　　　第二部：若手芸人お笑いバトル決勝
場所：江戸崎公民館

入場：無料（入場券が必要）　先着686人自由席
入場券の配布場所

【江戸崎中央商店街】えどさき笑遊館、アサヒ書店、東郷菓
子舗、モリナガ洋品店、青木菓子店、桑田屋酒店、川尻酒店

【公共施設】江戸崎公民館、あずま生涯学習センター、総合
窓口課（江戸崎、新利根、桜川、東）

入場券の配布は11月3日（祝日）からになります
問合せ先：秘書広聴課政策審議室　☎029-892-2000（内

線2405）

第
一
部
は
、
佐
藤
あ
つ
し
さ
ん
と
あ

さ
り
ど
の
川
本
成
さ
ん
が
主
演
の

「
欽
ち
ゃ
ん
劇
団
バ
ラ
エ
テ
ィ
公
演
」、

そ
し
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
で
西
山

浩
司
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

　

第
二
部
は
、「
若
手
芸
人
お
笑
い

バ
ト
ル
決
勝
」
を
行
い
ま
す
。予
選

を
勝
ち
抜
い
た
参
加
芸
人
さ
ん
は
、

「
赤
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」「
流
れ
星
」

「
５
番
６
番
」「
デ
コ
ボ
コ
団
」「
星
野

卓
也
」「
上
々
軍
団
」「
工
藤
由
行
」「
ダ

「爆笑稲敷ライブ2008」
	 	 	 	 	 パート３

ブ
ル
ド
リ
ブ
ル
」
の
８
組
と
敗
者

復
活
戦
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
芸
人
１

組
の
計
９
組
で
す
。優
勝
賞
金
10

万
円
と
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
副
賞
を

か
け
て
熱
い
ネ
タ
バ
ト
ル
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。心
の
底
か
ら
思

い
っ
き
り
笑
え
る
こ
と
間
違
い
な

し
で
す
。

　

ご
家
族
、
ご
友
人
そ
ろ
っ
て
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

西山浩司
（第1部スペシャルゲスト）

▲ダブルド
リブル

▲流れ星

▲上々軍団

▲赤いプル
トニウム

▼5番6番

▼工藤由行

▼星野卓也
▼デコボコ団



男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっ
ても幸せな社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しい
ハーモニーを奏でながらともに歩んでいきま
しょう	。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2403）
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女
ひと

と男
ひと

のハーモニー　Vol_7
男女共同参画社会を目指して　

来年5月21日から裁判員制度が始まります

▪
11
月
は
男
女
共
同
参

　
画
推
進
月
間
で
す

一
人
ひ
と
り
が
性
別
に
関
わ
り

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
の
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
。こ

の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
は
、

市
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
正

し
い
認
識
と
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
稲
敷
市
で
は
、
昨
年
４
月
に

施
行
し
た
「
稲
敷
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
」
に
お
い
て
、

毎
年
11
月
を
「
男
女
共
同
参
画

推
進
月
間
」
と
定
め
、
広
く
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
関
心
と

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
月
間
中
と
月
間
の
前
後
に
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
各
種
啓
発
活
動

を
通
じ
て
、
市
民
や
事
業
所
の

皆
さ
ん
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
も
「
い
な
し
き
女
と

男
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
開
催
や
、
男
女
共
同
参

画
講
座
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
み
ん
な

で
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▪
女
と
男
い
な
し
き
蒼
風			

　
の
会　
会
員
募
集

稲
敷
の
地
に
男
女
共
同
参
画
の

さ
わ
や
か
な
蒼
い
風
が
吹
き
渡

る
こ
と
を
願
い
、
昨
年
の
９
月

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。男
女
が

支
え
あ
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し

く
輝
い
て
生
き
ら
れ
る
社
会
の

実
現
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向

か
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
の
学
習
や

研
究
、
実
践
活
動
、
市
が
実
施

す
る
事
業
へ
の
協
力
な
ど
で
す
。

一
緒
に
活
動
で
き
る
方
を
随
時
、

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加

し
て
み
た
い
方
は
、
市
役
所
秘

書
広
聴
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

いなしき女と男のハーモニーフォーラム
【日時】　11月16日（日）　午後12時40分～ 3時
【場所】　あずま生涯学習センター　多目的ホール
【内容】　
　▪オープニング：阿波小学校芸座連
　▪寸劇：はらんきょうの会
　▪基調講演：　
　　地域でともに生きるには
　　～お父さんの子育てチャレンジ～「オヤジの育児体験」
　　講師：佐藤俊之 氏（守谷市生活経済部　くらしの支援課係長）

☆詳しい案内は広報10月号・ホームページをご覧ください。

今年度予定されている男女共同参画講座
	 	 	 	 　（全３回）
1家庭で役立つ介護術
　10月25日（土）／ふれあいセンター
2知っておこうDV について
　12月6日（土）／市役所江戸崎庁舎
3愛と平和、命の重みを考える
　１月25日（日）／行方市レイクエコー

※講座としては締め切りましたが、23につきま
しては若干の空きがあります。参加してみたい方は、
市役所秘書広聴課へお問い合わせください。
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来年5月21日から裁判員制度が始まります
国民が刑事裁判に参加する裁判員制度

裁判員制度は、あなた、そして国民一人ひとりの参加があってこそ、
はじめて成り立つ制度です。あなたが参加することで、さまざまな
感覚や豊かな視点が裁判に反映されます。
　この制度は、国民から選ばれる裁判員が、刑事裁判に参加する制
度です。６人の裁判員と３人の裁判官が、ともに刑事裁判に立ち会
い、被告人が有罪か無罪か、有罪の場合どのような刑にするかを判
断します。

●水戸地方裁判所 総務課 庶務係　☎ 029-224-8408
　裁判員制度ウェブサイト　http://www.saibanin.courts.go.jp/

▪
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記

載
通
知
が
届
き
ま
す

裁
判
員
裁
判
の
実
施
に
向
け
て
、

水
戸
地
方
裁
判
所
で
は
、
茨
城

県
内
の
44
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
く
じ
で
選
ん
で
作
成

し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
こ
の

秋
に
、
平
成
21
年
の
裁
判
員
候

補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ

た
方
に
は
、
12
月
10
日
ご
ろ
ま

で
に
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
こ

と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を

お
送
り
し
ま
す
。

　
こ
の
通
知
は
、
翌
年
、
裁
判

員
を
選
任
す
る
た
め
の
手
続
を

行
う
期
日
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
た
め
の
お
知
ら
せ

（
呼
出
状
）
が
届
く
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、

あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
お
送
り
す
る

も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
で
は
、

ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁

判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ

た
方
に
は
、
こ
の
名
簿
記
載
通

知
と
同
時
に
調
査
票
を
お
送
り

し
ま
す
。

▪
調
査
票
の
記
入
・
返
送

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調
査
票
で
は
、
1
裁
判
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
職
業
に
就

い
て
い
る
か
ど
う
か
（
就
職
禁

止
事
由
の
有
無
）、
2
１
年
を
通

じ
て
の
裁
判
員
の
辞
退
希
望
の

有
無
・
理
由
、
3
月
の
大
半
に

わ
た
っ
て
裁
判
員
と
な
る
こ
と

が
特
に
困
難
な
特
定
の
月
が
あ

る
場
合
、
２
か
月
を
上
限
と
し

て
、
そ
の
特
定
の
月
に
お
け
る

辞
退
希
望
の
有
無
・
理
由
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
1
の
裁
判
員
に

な
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
業
に

就
い
て
い
る
方
、
2
の
70
歳
以

上
の
方
や
学
生
な
ど
で
、
翌
年

１
年
間
辞
退
を
希
望
す
る
と
し

た
方
に
は
、
そ
の
後
裁
判
所
か

ら
お
知
ら
せ（
呼
出
状
）が
届
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
3
の
理
由
が
辞
退
事

由
に
当
た
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
月
に
審
理
が
行

わ
れ
る
裁
判
員
対
象
事
件
の
裁

判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
て
も
裁

判
所
か
ら
お
知
ら
せ
（
呼
出
状
）

が
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
票
を
お
送
り
す
る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
事
情
を
お
尋
ね
す

る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
な
い
方
が
裁
判

員
候
補
者
と
し
て
裁
判
所
に
お

越
し
い
た
だ
か
な
く
て
も
い
い

よ
う
に
し
て
、
裁
判
員
候
補
者

の
方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
で
す
。記
入
・
返
送
に
ご
御

協
力
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、
裁
判
員
制
度
の
実

施
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
に
様
々

な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

▪
茨
城
県
内
で
は

来
年
１
年
間
に
必
要
な
裁
判
員

候
補
者
を
７
６
０
０
人
と
決
定

し
、
そ
の
人
た
ち
に
名
簿
記
載

通
知
を
送
り
ま
す
。（
年
間
予
想

件
数
を
１
１
４
件
、
一
つ
の
事
件

に
呼
び
出
さ
れ
る
候
補
者
を
１
０

０
人
と
し
、
５
～
12
月
の
８
ヵ
月

で
計
算
し
た
人
数
）
県
内
の
選
挙

人
名
簿
登
録
者
は
６
月
現
在
で

約
２
４
２
万
４
０
０
０
人
で
、

約
３
１
９
人
に
１
人
が
選
ば
れ

る
計
算
で
す
。

▪	

裁
判
員
選
任
ま
で
の
流
れ	

▼
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
頃

 

裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成

　
　
☟

▼
11
月
下
旬
〜
12
月
上
旬
頃 

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

 

書
を
送
付

　
　
☟

	

平
成
21
年
５
月
21
日

	
	

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト
！

　
　
☟

▼
裁
判
の
６
週
間
前
ま
で
に　
　

 

事
件
ご
と
に
名
簿
の
中
か
ら
く

 

じ
で
候
補
者
を
選
び
ま
す
。

　
　
☟

▼
裁
判
の
当
日

 

選
任
手
続
期
日

 

６
人
の
裁
判
員
を
く
じ
で
選
任
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「選挙」は私たち一人ひとりのために カナダの雄大な自然を満喫
第4回青少年親善大使、姉妹都市サーモンアームへ

平成20年度青少年親善大使　（敬称略）

団長：関川昭（東中校長）

指導員：市村美絵（江戸崎中）、岩崎哲雄（桜川中）

親善随行員：岡野福次郎（姉妹都市交流委員会）

団員：福島光樹、田中陽菜、野口大輔、飯岡彩花、
萩原拓也、野友翔太、岡村知夏、佐藤ミシェル、
佐藤花梨、鴻巣誠、手塚栞、栗山恵圭、手塚裕
之介、篠塚奈津紀、髙木彩奈、黒田奈樹、大和
田恵佑、甲賀あすか、根本彩花

●
カ
ナ
ダ
で
過
ご
し
た
10
日
間

　
新
利
根
中
3
年　
手
塚
栞

サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
で
「
素
敵
だ

な
」
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。道
を
聞
け
ば
、
笑
顔
で

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。ス
テ
イ

し
た
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
の
人
た
ち
が

み
ん
な
気
さ
く
で
自
然
体
で
、

日
本
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
人
と

人
と
の
関
わ
り
方
が
と
て
も
心

地
よ
か
っ
た
で
す
。普
段
な
ら

人
見
知
り
し
た
り
遠
慮
が
ち
に

な
る
私
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

話
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。豊

か
で
、
自
由
で
、
幸
せ
な
感
じ

が
心
に
伝
わ
っ
て
き
て
、
い
や

な
こ
と
を
全
部
き
れ
い
さ
っ
ぱ

り
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
と
て

も
楽
し
く
気
持
ち
よ
く
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
は
雄
大
な
自
然
が
多

く
、
湖
や
川
の
色
が
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。そ
の
力
強
さ
と

美
し
さ
、
見
る
も
の
す
べ
て
に

感
動
し
ま
し
た
。中
で
も
氷
河

が
と
け
て
で
き
た
湖
の
色
は
、

言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど

き
れ
い
な
青
で
し
た
。こ
の
き

れ
い
な
景
色
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
、
し
っ
か
り
と
目
に
焼
き
付

け
て
き
ま
し
た
。目
を
閉
じ
る

と
あ
の
時
の
風
景
が
、
今
で
も

く
っ
き
り
と
浮
か
び
ま
す
。普

段
な
ら
退
屈
で
と
て
も
長
く
感

親善大使の11日間
8月6日（水）：成田出発
8月7日（木）～ 12日（火）：サーモンア
ーム近郊の各家庭でホームステイ
8月13日（水）・14日（木）：バンフ観光
8月15日（金）：帰路へ（現地出発）

8月16日（土）：成田到着

じ
る
10
日
間
が
、
カ
ナ
ダ
で
は

ほ
ん
の
２
、
３
日
に
感
じ
ま
し

た
。

　
カ
ナ
ダ
で
過
ご
し
た
私
の
10

日
間
は
、
一
生
に
一
度
の
素
晴

ら
し
い
思
い
出
と
し
て
、
心
に

残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
忘

れ
ず
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
体

験
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

8月6日から16日までの11日間にわたり、市内の中高校
生19人と団長、指導員、随行員の総勢23人が青少年親善
大使として姉妹都市サーモンアーム市（カナダ）へ派遣され
ました。23人の親善大使たちは、ホームステイなど様々
な体験をしながら現地の青少年と終始元気に交流を深めて
きました。
　その報告を一部抜粋してご紹介します。

●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2605）
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投票所が変更になる行政区名または地区名 新しい投票所
投票所名 投票所施設名

江戸崎地区
門前第2、西町、新山、犬塚本郷、
荒野、花指、小角、沼田第1、沼田
第2

⇒ 江戸崎西投票所 江戸崎保健センター

桜川地区
浮島（浮島東、浮島中央、浮島西） ⇒ 浮島投票所 浮島小学校
三次、馬渡 ⇒ 飯出投票所 古渡小学校
甘田、四箇、須賀津 ⇒ 須賀津投票所 稲敷市役所桜川庁舎

東地区

押砂、曲渕、四ツ谷、佐原組新田、
手賀組新田、六角 ⇒ 曲渕投票所 あずま南小学校

結佐、上之島、石納 ⇒ 結佐投票所 稲敷市役所東庁舎
八筋川、境島、大島、三島、本新 ⇒ 本新投票所 新東小学校

『選挙』は私たちが政治に参加し、主権者としてその意思を政治に反映
させることのできる最も重要で基本的な機会です。そして、私たち一
人ひとりが『選挙』に関心を寄せることで、『選挙』はもっと身近なもの
になるといえます。『選挙』の際はあなたの大切な一票を忘れずに投じ
ましょう。

●稲敷市選挙管理委員会（江戸崎庁舎）　
☎ 029-892-2000（内線 2209）

「選挙」は私たち一人ひとりのために
郵便などによる不在者投票と投票所一部変更のお知らせ

▪
ご
存
知
で
す
か
？

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
ま
た
は
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
障
害
の
程
度
な
ど
が

法
定
要
件（
両
下
肢
、体
幹
、移
動

機
能
の
障
害
の
程
度
が
１
級
ま
た

は
２
級
、
介
護
保
険
の
要
介
護
状

態
区
分
が
要
介
護
５
に
認
定
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
）を
満
た
し
て
い

る
方
は
、
自
宅
で
郵
便
な
ど
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行

う
た
め
に
は
、
稲
敷
市
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。有
効
期
間
は

交
付
の
日
か
ら
７
年
間
（
要
介

護
者
に
あ
っ
て
は
、
交
付
の
日
か

ら
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
記

載
さ
れ
て
い
る
認
定
の
有
効
期
間

の
末
日
ま
で
）で
す
の
で
、
紛
失

さ
れ
た
場
合
や
有
効
期
限
が
切

れ
た
場
合
に
は
再
交
付
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
る
方
で
、
自

ら
投
票
の
記
載
が
で
き
な
い
方

（
一
定
の
障
害
な
ど
に
該
当
す
る

方
）
は
代
理
記
載
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▪
一
部
の
地
域
で
投
票

所
が
変
わ
り
ま
し
た

　
広
報
稲
敷
７
月
号
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
次
の
選
挙

か
ら
下
記
の
と
お
り
、
一
部
の

地
域
で
投
票
所
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

　
地
域
に
よ
り
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
投
票
所
よ
り
距
離
的

に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
と
こ

ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。投
票

に
お
出
か
け
の
際
は
、
投
票
所

入
場
券
に
よ
り
投
票
所
を
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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通
信
販
売
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
は
便
利
な
反
面
、
ト
ラ

ブ
ル
も
あ
り
ま
す
。思
っ
て
い

た
色
と
違
う
、
サ
イ
ズ
が
合
わ

な
い
、
使
え
な
い
ソ
フ
ト
や
機

器
だ
っ
た
な
ど
の
問
題
が
多
数

発
生
し
て
い
ま
す
。チ
ラ
シ
に

「
返
品
可
」と
あ
り
、
返
品
の
条

件
が
合
え
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
「
ど
ん
な
場
合
で

も
返
品
不
可
」
と
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
、
交
渉
は
で
き
ま

す
が
相
手
が
応
じ
な
い
場
合
は

あ
き
ら
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
代
金
前
払
い
で
商
品

が
届
か
な
い
、
業
者
と
連
絡
が

取
れ
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も

あ
り
ま
す
。注
文
の
際
は
記
載

通
信
販
売
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
返
品
不
可
・
代
金
前
払
い
に
注
意
！

し
て
あ
る
内
容
を
よ
く
読
む
こ

と
が
必
要
で
す
。テ
レ
ビ
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
で
は
、
書
か
れ
て
い

る
小
さ
い
文
字
を
見
逃
し
が
ち

で
す
。気
に
な
る
こ
と
は
電
話

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
他
、
誇
大
広
告
に
も
要

注
意
で
す
。ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
納
得
し

た
上
で
の
利
用
が
大
切
で
す
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
、

情
報
提
供
な
ど
は
左
記
ま
で
。

▽
相
談
日
：
月
、
水
、
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時
30
分

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

家
屋
を
取
り
壊
す
方
へ

　
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税（
土
地
、家
屋
、償
却

資
産
）は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。未

登
記
の
建
物
や
、滅
失
登
記
を
し

て
い
な
い
家
屋
の
場
合
、取
り
壊

し
て
も
届
出
が
な
い
と
課
税
さ

保
育
所
入
所
案
内

　
平
成
21
年
４
月
入
所
受
付

市
内
の
各
保
育
所
（
園
）
へ
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
平
成
20
年
12
月

１
日（
月
）
～
５
日（
金
）、
７
日

（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分　
※
７
日（
日
）は
児

童
福
祉
課
の
み
受
付　
▽
受
付

場
所
：
各
総
合
窓
口
課（
新
利
根

庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）　

▽
入
所

基
準
：
市
内
在
住
者
で
０
歳
児

か
ら
小
学
校
就
学
前
の
児
童

で
、
保
護
者
や
同
居
の
親
族
な

ど
が
働
い
て
い
た
り
、病
気
、出

産
ま
た
は
病
人
の
看
病
な
ど
で

児
童
の
保
育
が
困
難
な
場
合
に

限
る

※
江
戸
崎
第
一
保
育
所
・
第
二
保

育
所
は
平
成
21
年
９
月
に
江
戸

崎
幼
稚
園
と
統
合
し
、
認
定
子

ど
も
園
と
し
て
開
園
予
定
で
す
。

場
所
は
元
高
田
小
学
校
跡
地
に

建
設
予
定
で
す
の
で
、申
し
込
み

の
際
は
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
２
４
７

保育所（園）名 住所 問合せ  定員
市立江戸崎第一保育所 椎塚1168 029-892-2246 80人
市立江戸崎第二保育所 江戸崎乙482-1 029-892-4094 140人
市立桜川保育所 古渡297-1 029-894-3703 70人
私立江戸崎保育園 江戸崎乙1258 029-892-2670 90人
私立新利根つばさ保育園 角崎1578-2 0297-87-3600 120人
私立幸田保育園 幸田1349 0299-79-2296 90人

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は
、
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
０
・
４
５
０
７
）

体験入居実施中
○体験入居　1泊 2日　2,300 円（3食込み）

入居者募集中
○入居費用　　　入居時費用　341,500 円
○月額費用　　　家賃　　62,000 円
　　　　　　　　管理費　31,500 円
○選択サービス　食費・朝食 400円　昼夕食 700円
○入居条件　　　原則 60歳以上の方ならどなたでも。
　　　　　　　　なお、要介護 1～5の方も入居可能です。

☎0299-79-3301
http://www.inasiki.co.jp

稲敷市光葉2-7　（株）いなしき
訪問介護事務所　併設

適合高齢者専用賃貸住宅
サポートハウス  いなしき
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市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線 5209）

トピックス

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

■
国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
金
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場

合
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納

付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

■
毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行
す

る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、社
会

保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

証
明
内
容
は
、

①
本
年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
額

②
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額

■
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場

合年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
初

め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
上
旬
に

同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯
で

連
帯
し
て
納
付

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者

も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。ご
家
族
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し

た
方
の
所
得
税
な
ど
の
控
除
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
な
ど
の
手
続
き
の
際
に
ご
自

身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。こ

の
場
合
、
ご
家
族
分
の
証
明
書

も
申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添

付
な
ど
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
不
明
の
点
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

▽
問
合
せ
先
：
控
除
証
明
書
専

用
ダ
イ
ヤ
ル　
☎
０
５
７
０
︲

０
７
０
︲
１
１
７
（
平
成
21
年
３
月

13
日
ま
で
）

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

身
体
障
害
者
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
移
動
入
浴
車
に
よ
る
入
浴

稲
敷
市
で
は
平
成
20
年
10
月
１

日
よ
り
身
体
障
害
者
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。家
庭
に
お
い
て
入
浴
が
困

難
な
重
度
の
身
体
障
害
者
お
よ

び
身
体
障
害
児
に
対
し
、
移
動

入
浴
車
に
よ
る
入
浴
の
機
会
を

提
供
し
ま
す
。

　
詳
細
は
下
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
事
業
の
対
象
に
な
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、
次
の
要
件
を

満
た
す
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
家
庭
に
お
い
て
家
族
の
み
で

入
浴
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
る
方

②
医
師
が
訪
問
入
浴
の
利
用
に

関
し
利
用
可
能
と
認
め
る
方

③
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

方■
利
用
料
金

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯
：
無
料

②
右
記
以
外
の
世
帯
：
利
用
１

回
あ
た
り
１
２
５
０
円

■
利
用
回
数

週
１
回
を
限
度

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
０
７
）

ホームページ http://chiyodalaw.jp/ 携帯はこちら・http://chiyodalaw.jp/i/
東京都千代田区四番町 4-8 野村ビル 4階（麹町駅徒歩 3分、市ヶ谷駅徒歩 5分）

0 3 - 5 2 2 6 - 3 0 6 0

ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）
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稲
敷
の
奉
納
相
撲

　
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
11
月

１
日
（
土
）
～
12
月
７
日
（
日
）

の
期
間
に
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。

　
奉
納
相
撲
と
は
、
社
寺
の
祭

礼
に
奉
納
す
る
た
め
に
行
わ
れ

る
興
行
相
撲
、
い
わ
ゆ
る
宮
相

撲
の
こ
と
で
す
。

　
稲
敷
市
内
で
も
、
戦
前
ま
で

は
た
く
さ
ん
の
神
社
や
寺
院
で

『
若
い
衆
』た
ち
に
よ
っ
て
、
奉

納
相
撲
が
執
り
行
わ
れ
て
来
ま

し
た
。今
で
は
数
か
所
だ
け
に

な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
々

の
手
に
よ
っ
て
『
子
供
相
撲
』

と
な
り
、
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。古
渡
の
熊
野
神
社
、
江
戸

崎
荒
宿
の
鹿
島
神
社
、
椎
塚
の

諏
訪
神
社
そ
し
て
柴
崎
の
愛
宕

神
社
の
例
祭
で
、
子
ど
も
達
を

集
め
て
相
撲
を
取
ら
せ
て
い
ま

す
。し
か
し
戦
前
、
戦
中
と
激

動
の
な
か
で
も
守
り
受
け
継
が

れ
て
き
た
奉
納
相
撲
は
、
現
在

行
わ
れ
て
い
る
『
子
供
相
撲
』

と
は
違
い
、健
康
で
力
強
い『
若

い
衆
』
に
よ
っ
て
盛
大
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。地
元
の

古
老
達
は
「
昔
は
賑
や
か
だ
っ

た
。昔
は
…
。」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
様
に
神
社
の
例
祭
や
村

の
マ
チ
で
行
わ
れ
、
ま
た
現
在

も
行
わ
れ
て
い
る
奉
納
相
撲
の

軌
跡
を
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取

り
調
査
の
成
果
、
古
い
写
真
パ

ネ
ル
や
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い

る
板
番
付
、
相
撲
博
物
館
か
ら

借
用
し
た
相
撲
人
形
な
ど
に
よ

り
紹
介
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

２
Ｆ
企
画
展
示
室　
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日（
日
）
〜
15
日（
土
）

■
全
国
統
一
標
語

火
の
し
ま
つ　
君
が
し
な
く

て　
誰
が
す
る

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
各
ご
家
庭

で
は
、
暖
房
器
具
の
使
用
が
増

え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
火
災
は
、
僅
か
な
火
種
で
も

使
う
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

か
ら
発
生
し
、
財
産
だ
け
で
な

く
、
尊
い
命
を
も
瞬
く
間
に
奪

っ
て
し
ま
い
ま
す
。住
宅
火
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
約
７
割

は
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で

す
。住
宅
火
災
で
の
死
者
を
低

減
す
る
た
め
、
当
広
域
消
防
で

は
、
積
極
的
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
普
及
啓
発
し
て

お
り
ま
す
。（
新
築
住
宅
は
、
平
成

18
年
６
月
か
ら
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
、
既
存
住
宅
も
稲
敷
市
で
は

条
例
に
よ
り
平
成
21
年
６
月
１
日

ま
で
に
設
置
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
）

　
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　
火
災
ゼ
ロ
、
災
害
に
強
い
地

域
作
り
を
目
標
に
、
み
ん
な
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

※
消
防
署
、
市
役
所
で
は
火
災

警
報
器
の
訪
問
販
売
な
ど
の
販

売
斡
旋
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
設
置
場
所
に
関
し
て
の

詳
し
い
内
容
は
来
月
号
に
掲
載

致
し
ま
す
。

●
江
戸
崎
消
防
署　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
１
２
３
８
／
防
災

情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス　
☎

０
２
９
７
︲
６
４
︲
０
１
１
９

家
庭
の
粗
大
ゴ
ミ
収
集

　
桜
川
地
区

一
般
の
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ゴ

ミ
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

▽
日
付
：
11
月
９
日（
日
）＝
鉄

く
ず
、ア
ル
ミ
、自
転
車
、モ
ー

タ
ー
、
ガ
ラ
ス
／
11
月
16
日

（
日
）＝
家
電
製
品
、
家
具
、
ガ

ラ
ス
、
そ
の
他　
▽
時
間
：
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時　
▽
場
所
：
市
役
所
桜
川

庁
舎　
※
雨
天
決
行

⃝
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）
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informationくらしと情報

自
衛
官
募
集

２
等
陸
・
海
・
空
士

▽
試
験
種
目
：
２
等
陸
・
海
・

空
士
（
男
子
）　
▽
受
験
資
格
：

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子　
▽

受
付
：
年
間
を
通
じ
て　
▽
試

験
期
日
：
11
月
22
日（
土
）＝
百

里
基
地
、
12
月
13
日（
土
）＝
土

浦
駐
屯
地
、
１
月
10
日（
土
）＝

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
、
２
月
７
日

（
土
）＝
勝
田
駐
屯
地

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎
０
２
９

７
︲
６
４
︲
３
３
５
１
／htt

p://w
w

w
.m

od.go.jp/pco
/ibaraki/

陸
上
自
衛
隊

記
念
行
事
開
催

陸
上
自
衛
隊
土
浦
駐
屯
地
で
は
、

開
設
56
周
年
の
記
念
行
事
を
開

催
し
ま
す
。　
▽
日
時
：
11
月

15
日（
土
）午
前
９
時
～
午
後
３

時　
▽
場
所
：
陸
上
自
衛
隊
武

器
学
校
（
土
浦
駐
屯
地
）　
▽
内

容
：
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
装
備

品
展
示
、
戦
車
試
乗
、
高
機
動

車
試
乗
、
野
外
売
店
な
ど　
▽

そ
の
他
：
雨
天
時
は
、
内
容
に

一
部
中
止
、
変
更
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
広
報

援
護
班
☎
０
２
９
︲
８
８
７
︲

１
１
７
１（
内
線
２
２
７
）

オ
ー
タ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

女
性
参
加
者
募
集

稲
敷
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、

県
南
地
区
商
工
会
青
年
部
（
稲

敷
市
、
竜
ヶ
崎
市
、
取
手
市
、
牛
久

市
、守
谷
市
、美
浦
村
、阿
見
町
、河

内
町
、
取
手
市
藤
代
、
利
根
町
）の

共
同
事
業
と
し
て
、「
オ
ー
タ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。　

▽
日
時
：
11
月
22
日

（
土
）午
後
６
時
～　
▽
場
所
：

牛
久
シ
ャ
ト
ー　

▽
参
加
資

格
：
20
歳
以
上
の
独
身
女
性　

▽
参
加
費
：
１
０
０
０
円　
▽

申
込
：
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
牛
久
市
商
工
会
へ
申
し

込
む
。フ
ァ
ッ
ク
ス
は
必
要
事

項
（
①
氏
名　

②
年
齢　

③
職
業

④
住
所　
⑤
連
絡
先
）
を
明
記　

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

●
牛
久
市
商
工
会
☎
０
２
９
︲

８
７
２
︲
２
５
２
０
／
fax
０
２

９
︲
８
７
２
︲
１
９
９
１

人
権
週
間

記
念
フ
ェ
ス
タ

県
で
は
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ

ま
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
権

を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
す

る
た
め
、
人
権
週
間
期
間
中
に

記
念
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　

▽
日

時
：
12
月
６
日（
土
）午
後
１
時

～　
▽
場
所
：
石
岡
市
民
会
館

ホ
ー
ル　
▽
内
容
：
各
種
表
彰

式
、
講
演
／
重
松
清 

氏
、
な
ど

▽
費
用
：
無
料　

▽
申
込
方

法
：
電
話
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
は
が
き
の
い
ず
れ
か
で

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
申
込
。

催
事
名
（
人
権
週
間
記
念
フ
ェ
ス

タ
）、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

合
計
人
数

●
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
３
１
３

６
／
fax
０
２
９
︲
３
０
１
︲
３

１
３
８
／koso5@

pref.iba
raki.lg.jp

／
３
１
０
︲
８
５
５

５
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
︲
６

女
性
の
人
権

電
話
相
談
窓
口

人
は
み
な
人
権
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
女
性
に

対
す
る
人
権
侵
害
が
依
然
と
し

て
、
発
生
し
て
お
り
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
法
務
省
、
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び
茨
城

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

悩
み
を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
電
話
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
し
た
。職
場
に
お
け

る
男
女
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
、
夫

や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
に
対

す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ

い
て
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
期
間
：
11
月
17
日（
月
）～
23

日（
日
）　
▽
時
間
：
午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時（
土
、
日
曜
日

は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）　

▽

相
談
電
話
：
０
５
７
０
︲
０
７

０
︲
８
１
０　
▽
相
談
員
：
人

権
擁
護
委
員
、法
務
局
職
員

●
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
☎
０
２
９
︲
２
２
７
︲
９
９

１
９「

介
護
の
日
」事
業

講
演
会
、相
談
な
ど

今
年
か
ら
11
月
11
日
は
「
介
護

の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。茨
城

県
で
は
、
11
月
11
日
に
県
庁
舎

と
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
で
講

演
会
や
介
護
・
健
康
相
談
お
よ

び
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
県
庁

舎
２
階
県
民
ホ
ー
ル
で
は
、
11

月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
介
護
関

係
団
体
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
や

福
祉
用
具
の
展
示
を
実
施
し
ま

す
。詳
し
く
は
、茨
城
県
介
護
保

険
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
稲

敷
市
高
齢
福
祉
課
に
配
置
し
て

お
り
ま
す
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。参
加
費
は
無
料

で
す
の
で
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

●
県
介
護
保
険
室
☎
０
２
９
︲

３
０
１
︲
３
３
３
２
／http:
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ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。国
の
制
度
な
の
で
、
安
全
、

確
実
、
申
込
手
続
き
は
簡
単
で

す
。詳
し
く
は
左
記
の
電
話
番

号
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設

業
を
営
む
方　
▽
対
象
と
な
る

労
働
者
：
建
設
業
の
現
場
で
働

く
人　
▽
掛
金
：
日
額
３
１
０

円　
▽
そ
の
他
：
事
業
主
が
変

わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間
を

通
算
し
て
計
算
さ
れ
る

●
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
茨

城
支
部
☎
０
２
９
︲
２
２
１
︲

５
１
２
６

結
婚
・
子
育
て

わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

県
で
は
、
結
婚
し
家
庭
を
築
く

こ
と
の
大
切
さ
や
、
出
産
・
子

育
て
の
意
義
・
素
晴
ら
し
さ
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
11
月
に
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

11
月
16
日（
日
）｢
家
庭
の
日｣

「
い
ば
ら
きKids Club

カ
ー

ド
」
協
賛
店
舗
で
の
特
別
優
待

サ
ー
ビ
ス（
参
加
店
舗
の
み
）、子

//w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/hoken/kaigo/

男
女
共
同
参
画

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
男
と
女

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

０
８
」
を
開
催
し
ま
す
。　
▽

テ
ー
マ
：
支
え
あ
い
、
分
か
ち

あ
い
、
そ
し
て
豊
か
に　
▽
日

時
：
11
月
23
日（
日
）午
後
１
時

～
４
時　
▽
場
所
：
牛
久
市
中

央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
▽
参

加
者
数
：
約
８
０
０
人　
▽
内

容
：
談
義
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

講
演
／
荒
木
由
美
子 

氏
、な
ど

●
県
南
地
方
総
合
事
務
所
県
民

生
活
課
☎
０
２
９
︲
８
２
２
︲

７
０
２
６

男
女
共
同
参
画

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

女
性
の
た
め
の
創
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
（
入
門
編
）を
開
催
し
ま
す
。

内
容
な
ど
の
詳
細
は
下
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
▽
日

時
：
11
月
29
日（
土
）午
後
１
時

～
４
時
30
分
／
12
月
６
日（
土
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分　
▽
会

場
：
茨
城
県
女
性
プ
ラ
ザ
男
女

共
同
参
画
支
援
室　
▽
定
員
：

40
人（
先
着
順
）▽
参
加
費
：
無

料●
県
女
性
青
少
年
課
女
性
プ
ラ

ザ
男
女
共
同
参
画
支
援
室
☎
０

２
９
︲
２
３
３
︲
３
９
８
２

税
務
相
談

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

11
月
４
日（
火
）か
ら
、
電
話
に

よ
る
国
税
の
質
問
や
相
談
は
、

国
税
局「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
伴
い
、
税
務
署
の
代
表
電
話

が
自
動
音
声
案
内
に
変
わ
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
10
月
24
日
を
も
っ
て
、

税
務
相
談
室
水
戸
分
室
、
土
浦

分
室
は
閉
鎖
し
ま
し
た
。　
▽

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
：
０
２
９

７
︲
６
６
︲
１
３
０
３

●
竜
ケ
崎
税
務
署
☎
０
２
９
７

︲
６
０
︲
２
０
０
４

建
退
共
制
度

建
設
業
界
の
退
職
金

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か

育
て
相
談
会
、
啓
発
グ
ッ
ズ
配

布
な
ど
の
ま
ち
か
ど
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

11
月
24
日（
月
）

親
子
の
き
ず
な
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
入
場
無
料
）　

▽
時
間
：
午
後

1
時
～
3
時
30
分　
▽
場
所
：

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

▽
内
容
：
親
子
で
楽
し
む
子
守

唄
コ
ン
サ
ー
ト
、
子
育
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、ほ
か

●
県
子
ど
も
家
庭
課
少
子
化
対

策
室
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
３

２
６
１
／
fax
０
２
９
︲
３
０
１

︲
３
２
６
９
／http://w

w
w

.
pref.ibaraki.jp/bukyoku/
hoken/jifuku/

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
女
性

企
業
と
の
交
流
会

企
業
の
再
就
職
者
に
対
す
る
期

待
や
求
め
る
資
質
な
ど
に
つ
い

て
の
考
え
方
、
再
就
職
希
望
者

に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。　
▽

日
時
：
11
月
21
日（
金
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分　

▽
会

場
：
つ
く
ば
国
際
会
議
場
３
０

３
号
室　

▽
対
象
者
：
育
児
、

介
護
な
ど
で
退
職
し
、
再
就
職

を
希
望
し
て
い
る
方　

▽
定

員
：
30
人　
▽
受
講
料
：
無
料

●（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
茨
城

事
務
所
☎
０
２
９
︲
２
２
６
︲

２
４
１
３

胃
が
ん
に
関
す
る

講
演
会
開
催

が
ん
を
知
る
た
め
、
胃
が
ん
の

予
防
、早
期
発
見
、診
断
、治
療

法
に
つ
い
て
の
現
状
、
ま
た
が

ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
12
月
６
日（
土
）午
後

１
時
30
分
～
４
時　
▽
筑
波
学

院
大
学　
講
堂　
▽
定
員
：
３

０
０
人　
▽
費
用
：
無
料

▽
申
込
方
法
：
「
公
開
セ
ミ
ナ

ー
参
加
希
望
」
と
明
記
の
上
、

参
加
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
参
加
人
数
を
明
記
し
て
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
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informationくらしと情報

●
県
立
中
央
病
院
・
県
地
域
が

ん
セ
ン
タ
ー
企
画
情
報
室
☎
０

２
９
６
︲
７
７
︲
１
１
２
１

（
代
）
／
fax
０
２
９
６
︲
７
７

︲
２
８
８
6
／sem

inar@
c

hubyoin.pref.ibaraki.jp

第
14
回
美
養
祭

11
月
８
日（
土
）

「
第
14
回
美
養
祭
」（
文
化
祭
）が

開
催
さ
れ
ま
す
。内
容
は
、
学

習
発
表
会
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー

（
お
楽
し
み
活
動
）な
ど
で
す
。ご

来
校
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。な
お
、
ご
来

校
の
際
に
は
、
上
履
き
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
い
問
い

合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。　
▽
日
時
：
11
月
８

日（
土
）午
前
９
時
20
分
～　
▽

場
所
：
美
浦
養
護
学
校

●
美
浦
養
護
学
校
☎
０
２
９
︲

８
８
５
︲
４
１
６
６

ホ
ス
ピ
タ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
22
日（
土
）

第
８
回
ホ
ス
ピ
タ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
、
新
進
気
鋭
の
声
楽

家
お
二
人
を
お
迎
え
し
ま
す
。

み
ん
な
で
歌
う
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。　
▽
日
時
：
11

月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
～
（
開

場
午
後
１
時
30
分
）　
▽
会
場
：

み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル　
６
階

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
入
場
無

料
）
▽
曲
目
：
「
あ
る
晴
れ
た

日
に
（
蝶
々
夫
人
よ
り
）」「
サ
ウ

ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

よ
り
」「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

な
ど
▽
出
演
：
布
施
雅
也
（
テ

ノ
ー
ル
）、
森
岡
紘
子
（
ソ
プ
ラ

ノ
）、久
住
綾
子（
ピ
ア
ノ
）

●
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
☎
０

２
９
７
︲
８
７
︲
３
３
２
１

健
康
教
室

高
血
圧
に
つ
い
て

宮
本
病
院
で
は
地
域
の
皆
さ
ま

の
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
の
場

と
し
て
、
左
記
の
よ
う
な
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。送
迎
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。　
▽
日
時
：
12
月

７
日（
日
）午
後
１
時
～
２
時
30

分　
▽
テ
ー
マ
：
高
血
圧
に
つ

い
て
／
講
師
：
宮
本
二
郎
（
宮

本
病
院
院
長
）　
▽
場
所
：
宮
本

病
院
健
康
教
室　

▽
申
込
方

法
：
一
週
間
前
ま
で
に
左
記
へ

電
話　
▽
参
加
費
：
無
料

●
宮
本
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
２
１
１

４
社
労
士
会
セ
ミ
ナ
ー

労
働
契
約
の
ル
ー
ル

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で

は
、
就
業
形
態
の
多
様
化
と
と

も
に
増
大
す
る
個
別
労
働
関
係

紛
争
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

地
域
の
中
小
企
業
に
対
し
て

「
社
労
士
会
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。　
▽
日
時
：
11
月

13
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分　
▽
場
所
：
ホ
テ
ル
レ

イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸　

▽
テ
ー

マ
：
労
働
契
約
の
ル
ー
ル　
▽

対
象
：
事
業
主
、
人
事
担
当
者

な
ど　
▽
定
員
：
２
０
０
人　

▽
参
加
費
：
無
料　
▽
申
込
：

左
記
へ
電
話

●
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
２
９
︲
２
２
６
︲
３
２
９

６
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
加
入
義
務

労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

●
茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
６
２

１
３い

い
歯
デ
ー

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

▽
日
時
：
11
月
16
日（
日
）午
後

２
時
～
５
時　
▽
相
談
内
容
：

治
療
内
容
、
歯
の
健
康
相
談
、

治
療
費
、
医
療
機
関
の
紹
介
、

な
ど　
▽
受
付
電
話
：
０
２
９

︲
８
２
３
︲
７
９
３
０
、
０
２

９
︲
８
３
５
︲
０
７
３
７　
▽

回
答
者
：
歯
科
医
師　
▽
相
談

料
：
無
料

●
茨
城
県
保
険
医
協
会

電
話
帳
回
収

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

地
球
環
境
保
護
、
資
源
の
有
効

活
用
の
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、

古
い
電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
に

11
月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
を
配
達

員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。ご
不

在
な
ど
で
古
い
電
話
帳
を
回
収

で
き
な
か
っ
た
お
客
様
へ
は
、

改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

左
記
へ
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

●
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
☎
０

１
２
０
︲
５
０
６
︲
３
０
９
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11月6日（木） 東分庁舎 弁
11月13日（木） 桜川庁舎 司
11月20日（木） 江戸崎公民館 司
11月27日（木） ふれあいセンター 
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後１時30分～４時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制。弁＝弁護士、司＝司法書士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権同和対策室（新利根庁舎）tel.029- 
892-2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
スクールカウンセリング
臨床心理のカウンセラーが面接や電話でお答えします。
▽対象：市内小中学校　▽申込：予約制　▽日時：午前9時
～午後5時　▽会場：下記の番号にて確認
火曜日＝江戸崎中、江戸崎小、桜川中のいずれか
問：江戸崎中学校相談室tel.029-892-3780
木曜日＝新利根中、東中のいずれか
問：新利根中学校相談室tel.0297-87-5003
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障害など、乳幼児から児童に関
する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月～金曜（祝日を除く）／午前9時～午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みにお答えします。
▽日時：11月6日（木）、11月20日（木）午前10時～午後4
時▽場所：各公民館、生涯学習センター　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）
総人口：47,729（-40）

　　男：23,575（-14）

　　女：24,154（-26）

世帯数：14,971（6）

※10月1日現在。かっこ内

は前月比

生活相談
隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日、午前9時～正午　▽場所：新利根庁舎、
小角地区農村集落センター
●稲敷市人権同和対策室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内

線3300）

11月の納税
▽納期限：12月1日（月）

・後期高齢者医療保険料：5
期

11月18日（火）　江戸崎庁舎／ 11月19日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝11
月10日（月）午前8時30分～／定員＝各会場6名。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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11月2日（日） 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
11月3日（月） 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
11月9日（日） 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
 江戸崎病院（阿波） tel.029-894-2611
11月16日（日） 宮崎こどもクリニック（阿見町）tel.029-887-3510
 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
11月23日（日） さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
 宮本病院（幸田） tel.0299-79-2114
11月24日（月） 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
 江戸崎眼科（佐倉） tel.029-892-0262
11月30日（日） 小林医院（阿見町）tel.029-889-1134
 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
12月7日（日） おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
12月14日（日） 河合内科医院（阿見町）tel.029-843-3301
 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
12月21日（日） なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
12月23日（火） かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
12月28日（日） 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
▽診療時間：午前9時～午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：平日＝午後6時30分～午後10時30分
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定・公衆電話から＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸教室（予約制） 火、木曜＝午後1時～／日曜＝午前9時～
囲碁教室 毎週月曜午後1時～
カラオケ愛好会 火、土曜午後1時30分～
太極拳教室 11月12日（水）午後1時30分～
梅さんの落語会 11月17日（月）午前10時30分～
新舞踏教室 11月20日（木）午前10時30分～
生花教室 11月20日（木）午後1時30分～
手話愛好会 11月21日（金）午後7時～
料理教室 11月24日（月）午前10時～
リハビリ体操教室 11月24日（月）午後1時～
絵手紙教室 11月26日（水）午後1時30分～
茶道教室 11月27日（木）午前10時～
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/mail_service/mo
bile/ ※QR コードは裏表紙

情報メール配信

informationくらしと情報
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1c

1
市
内
の
運
動
会

９
月
６
日
の
各
中
学
校
の
体
育
祭
を
皮
切
り
に
、
10

月
初
旬
ま
で
各
小
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所（
園
）で

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。休
日
の
朝
に
上
が
る

花
火
の
音
を
聞
く
た
び
に
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
思

い
浮
か
ぶ
季
節
で
し
た
。　
９
月
６
日
桜
川
中
学
校

（
表
紙
と
１
ａ
）
／
９
月
21
日
江
戸
崎
小
学
校
（
１
ｂ
）

／
10
月
４
日
ゆ
た
か
幼
稚
園（
１
ｃ
）

2
空
港
公
団
の
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

成
田
空
港
が
開
港
し
て
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ

れ
を
記
念
し
て
８
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。対
象
は
成
田
空
港
近
隣
に
住
む

中
学
生
22
人
で
、
稲
敷
市
か
ら
も
荻
原
愛
さ
ん
と
萩

原
駿
斗
さ
ん
（
新
利
根
中
）
が
参
加
。現
地
中
学
生
と

の
国
際
交
流
・
異
文
化
体
験
・
空
港
見
学
な
ど
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。

3
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
と
し
て
９
月
22
日
、
美
浦

村
と
合
同
の
秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
美
浦
村
１
２
５
号
バ
イ
パ
ス

で
の
啓
発
活
動
。路
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
や

採
り
た
て
の
新
米
を
く
ば
っ
て
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

4
ガ
チ
ン
コ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

９
月
14
日
、
新
利
根
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
、
元

プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
渡
嘉
敷
勝
男

さ
ん
・
竹
原
慎
二
さ
ん
・
畑
山
隆
則
さ
ん
を
招
き
、

野
球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

1a

1b
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で・き・ご・と
8-9月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）
48

47

　
地
元
野
球
青
年
約
50
人
の
中
に
そ
の
３
人
が
加
わ

り
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
の
野
球
大
会
。普
段
テ
レ

ビ
で
は
見
ら
れ
な
い
珍
プ
レ
ー
や
好
プ
レ
ー
で
、
試

合
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

5
敬
老
会
に
千
三
百
人

４
回
目
と
な
る
稲
敷
市
敬
老
大
会
が
９
月
14
日
、
江

戸
崎
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
約

１
３
０
０
人
が
元
気
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。市
内
の

最
高
齢
者
は
、
女
性
で
菅
原
し
ま
さ
ん（
す
だ
ち
の
里

／
１
０
２
歳
）、
男
性
で
飯
島
隣
平
さ
ん（
甘
田
／
１
０

１
歳
）で
す
。

　
式
典
で
は
、
出
席
者
を
代
表
し
て
、
参
加
者
の
中

で
の
最
高
齢
者
の
井
尾
瀬
ウ
メ
さ
ん（
95
歳
）に
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

6
鹿
島
様
で
奉
納
相
撲

９
月
１
日
、
蝉
時
雨
に
境
内
を
取
り
囲
ま
れ
た
江
戸

崎
荒
宿
の
鹿
島
神
社
で
、
子
ど
も
達
の
奉
納
相
撲
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
鹿
島
様
の
例
祭
で
、
若

い
衆
の
音
頭
に
よ
り
地
元
の
子
ど
も
達
が
沢
山
集
ま

り
、
樹
齢
数
百
年
の
木
立
の
中
、
歓
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

7
詩
吟
で
優
勝　

小
幡
保
さ
ん（
沼
田
台
）が
茨
城
県
吟
詠
剣
詩
舞
総
連

盟
主
催
の
40
回
記
念
大
会
「
吟
士
権
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
決
勝
大
会
一
般
第
２
部
（
70
歳
以
上
）
で
優
勝
さ
れ
、

吟
士
権
証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
幡
さ
ん
は
詩
吟
を
本
格
的
に
始
め
て
30
年
の
超

ベ
テ
ラ
ン
。感
想
を
お
聞
き
す
る
と
、「
県
で
頂
点
の

賞
を
頂
き
、
人
生
の
記
念
に
な
り
ま
す
。」と
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

6

5
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自分や家族が認知症であることを、恥ずかしいこと、情け
ないことと思ってはいませんか？認知症は誰にでも起こり
うる脳の病気です。
　認知症になっても、周囲の理解と気遣いがあれば穏やか
に暮らしていくことは可能です。そのためには地域の支え
合いが不可欠です。地域包括支援センターでは、認知症の
人とその家族を支える地域づくりを目指しています。その
第一歩として、認知症サポーター養成講座を開催します。

　　　皆さまからの善意
社協では、皆さまから頂いた寄付金や物品を、
善意銀行事業にて取扱いをしています。ご協力
ありがとうございました。（8月1日～ 9月30日)

■寄付品＜敬称略＞
齋藤文子　介護用品一式
■寄付金
さくらんぼ会、茨城県自動車整備振興会江戸
崎支部

　　　在宅福祉有償サービス　協力会員募集！
社協では、地域のお年寄りや障害を持った方が日常生活で困った時に、
ボランティア精神を持って簡単な身の周りのお手伝いをしてくださる方
を募集しています。ぜひご連絡ください！
▽活動内容：買い物、食事づくり、そうじ、洗濯など
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711

　講座では、認知症介護アドバイザー新保瑠美子氏ととも
に、認知症について理解しながら、認知症の人や支える家
族への接し方を学び、私たちに何ができるか一緒に考えて
いきます。「認知症について学んでみたい」という “意欲” が
ある方なら、どなたでも参加できます。1時間半の認知症
サポーター養成講座を受講した方には、サポーターとして
の証し“オレンジリング”が贈られます。

　　　『認知症サポーター養成講座』受講者募集

日程 時間 場所 定員
11月13日（木）午後2時～ 3時30分 江戸崎保健センター 30人

11月21日（金）午前10時～ 11時30分 東保健センター 30人

12月5日（金） 午後1時30分～ 3時 桜川公民館 30人

12月11日（木）午後2時～ 3時30分 ふれあいセンター 30人

開催日程

どの会場も同じ内容ですので、いずれかに参加してください。
▽受講受付期間：各開催日5日前まで
●市地域包括支援センター　tel.029-834-5353

桜川文化カラオケ愛好会様よりチャリティー
の収益金の寄贈

稲敷市社協 活 動 費　1 時 間 600 円
（利用券使用）

サービス提供

利用申込
協力依頼

　　　共同募金の確認とお願い
現在「赤い羽根共同募金」と「歳末たすけあい
募金」の集約を区長さんに依頼して、戸別募
金活動を実施しています。稲敷市になってか
ら、2つの募金を一括して1戸あたり500円
を目安に市民の皆さんにご協力をいただいて
います。
　その際に、領収書を発行していますが、
500円と明記しているものと、金額を示して
いないもの（500円以外の金額の方）の2種類配
布しました。地区の皆さんには、ご迷惑をか
けましたことをお詫び申し上げ、募金活動の
趣旨をご理解の上、ご協力をお願いします。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711

利用者 協力会員
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社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

　　　お知らせ

　　　古紙回収
9月より就労継続支援B 型事業として、古紙
回収活動を始めました。江戸崎地区、新利根
地区、桜川地区、東地区の各公署、事業所から
回収しています。ご協力をいただき、誠にあ
りがとうございます。
■主に回収しているもの
古新聞・雑誌・書籍・ダンボールなど
●障がい者センターハートピアいなしき
tel.0299-79-3737

4月1日にハートピアいなしきが
開所して、はや半年が過ぎました。
現在は45人の方に利用いただい
ております。最初は新しいセン
ターということもあり、緊張で
いっぱいだった通所生も、今は笑

1日の活動スケジュール

午前8時30分 送迎バス出発
午前9時50分 送迎バス到着
午前10時 朝のつどい（体操・歌）

午前10時15分 水分補給
午前10時30分 3事業に分かれての活動、 
 作業・訓練
正午 給食、昼休み
午後1時 昼の体操（ウォーキング）

午後1時30分 ３事業に分かれての活動、 
 作業・訓練
午後3時 水分補給
午後3時15分 帰りのつどい
午後3時30分 送迎バス出発

　　　稲敷市障がい者センター　ハートピアいなしきの活動拝見

生活介護事業　入浴サービス
当事業では、生活介護事業利用者を対象に、
毎週水曜日の午後に実施しています。
夜間支援事業
障がいのある方に対して、夜間の生活の場を
つくり、自立に向けた訓練や指導を行います。
また、日常の介護をしている家族の負担を少
しでも軽くする事を目的とした事業も始まり
ました。
●障がい者センターハートピアいなしき
tel.0299-79-3737

朝のつどい 作業の様子

調理実習 体調管理

顔の花が咲き、活気にあふれてい
ます。ハートピアは、就労継続支
援B 型事業、自立訓練事業（生活訓

練）、生活介護事業の3事業の組み
合わせを通して、利用者の方々が
ゆとりを持って自立できるような

環境作りをしてい
ます。
●障がい者センタ
ーハートピアいな
しきtel.0299-79-
3737
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

あそびの広場日程
11月4日（火） モビールを作ろう（妊婦さん～１歳３ヶ月）

11月6日（木） 給食試食会( 離乳食完了児、各園５組）

11月11日（火） モビールを作ろう（1歳3 ヶ月～２歳）

11月13日（木） 木の実で遊ぼう（どなたでも）

11月18日（火） モビールを作ろう（２歳半～３歳）

11月20日（木） ホットプレートでおやつ作り（３歳～就園

前）

11月25日（火） 手芸講座（どなたでも、12組）

11月27日（木） ムーブメント（２歳半～、15組）

ひまわり
▽時間：午前10時～11時30分（製作・講座）　▽要予約
11月5日（水） モビールを作ろう（どなたでも）

11月6日（木） 給食試食会（離乳食完了児、各園5組）

11月12日（水） リズムで遊ぼう（どなたでも）

11月19日（水） 体を動かして遊ぼう（どなたでも）

11月25日（火） 手芸講座（どなたでも、12組）

11月26日（水） モビールを作ろう（どなたでも）

11月27日（木） ムーブメント（2歳半～、15組）

あいアイ
▽時間：午前10時30分～11時30分 ▽対象：0歳～就園前
▽予約制（すくすくday は不要、午前10時～）　※11月11日

（火）は休館
11月6日（木） すくすくday ／東保健センター
11月7日（金） ママとあそぼう（0歳～ 1歳半）／あいアイ
11月12日（水） 新聞紙であそぼう／東保健センター
11月13日（木） 新聞紙であそぼう／桜川保健センター
11月14日（金） 新聞紙であそぼう／江戸崎保健センター
11月17日（月） 新聞紙であそぼう（1歳半～ ) ／あいアイ
11月18日（火） やきいもを食べよう※雨天の時は20日

（木）／あいアイ
11月19日（水） すくすくday ／東保健センター
11月21日（金） ベビーマッサージ（6 ヶ月まで）／あいアイ
11月25日（火） 誕生会（11月生まれ）／あいアイ
つばさ
▽時間：午前10時～11時30分（製作・講座）　▽要予約

あいアイに砂場ができました！
サラサラサラ…、ギュッギュッギュッ
…、触ってみたり、固めてみたり、子ど
も達は砂の感触が大好きです。おだん
ごやケーキを作ってままごと遊びを楽

あいアイ

　　つばさ・ひまわり

しんだり、お母さんと一緒に、山や川、
トンネルを作ってダイナミックな遊び
を展開したりしています。解放感が味
わえる砂遊びを存分に楽しんでくださ
い。

～手芸講座～
手芸は苦手というお母さん方でも簡単
に、短時間で仕上がる小物作りです。
ぜひこの機会にチャレンジしてみませ
んか？手作りの良さ、暖かさ、できた
喜びなど感じられるのではないでしょ
うか？
▽期日：11月25日（火）　▽時間：午
前10時～正午　▽持ち物：裁縫道具～モビールを作ろう～

ゆらゆらと動くものが大好きな子ども
達。フェルトを使って、かわいいモビ
ールを作ってお部屋に飾ってみません
か？
▽期日：下記日程参照　▽時間：午前
10時～正午
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●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

　　　健康づくり講演会
　　　　タバコの害について知ろう！
最新のタバコ情報をお伝えします！
　また、禁煙に関する資料の配布を致します。禁煙を考え
ている方は、ぜひ参加してください！
▽日時：12月７日（日）　午後２時～
▽場所：稲敷市ふれあいセンター　稲敷市伊佐津3239-1
▽講師：天貝賢二先生（茨城県立中央病院内科医長）

▽その他：基礎代謝量、体脂肪測定あり（希望者のみ）

▽参加料：無料
●稲敷市保健福祉部健康増進課tel.0297-87-6111

11月の行事予定

　　　総合健診
　　　　がん検診はお済みですか？
胃がん検診・腹部超音波検診を受診する今年度最後の検診
です。
　なお、受診には予約が必要です。予定人数になった場合
は申込期間内でもお断りする場合があります。
　詳細は、「平成20年度稲敷市保健行事予定表」を参考に
してください。
▽申込期間：10月27日（月）、28日（火）　※先着順
■11月22日（土）
▽時間：午前7時、8時、10時
▽場所：ふれあいセンター
■12月7日（日）
▽時間：午前7時、8時、9時、10時
▽場所：東保健センター

対象の方へ個別通知いたします。詳しく
は、すくすくカレンダーをご覧ください。
心の相談（予約制）
▽11月14日（金）東保健センター　
▽11月26日（水）ふれあいセンター
こころのリハビリ
11月26日（水）ふれあいセンター
住民健康相談
▽11月18日（火）江戸崎保健センタ
ー
献血
▽11月28日（金）午前9時30分～正
午＝宮本看護専門学校、午後2時～ 4
時＝アピタ佐原東店
マタニティスクール

詳しくは3月に配布した、すくすくカ
レンダーをご覧ください。
予防接種（前月の20日から予約受付）
■三種混合　▽11月5日（水）東保健
センター　▽11月18日（火）江戸崎保
健センター　
■ポリオ
▽11月6日（木）江戸崎保健センター
▽11月21日（金）桜川保健センター
離乳食相談（予約制）　
▽11月18日（火）江戸崎保健センタ
ー
乳幼児健診

▽11月6日（木）江戸崎保健センター
地区検診～東地区～
受付：前＝午前10時～ 11時／後＝午
後1時30分～ 2時30分
▽11月4日（火）前伊佐部田園都市セ
ンター／後町田集落センター　▽11
月5日（水）前市崎集落センター／後幸
田集落センター　▽11月6日（木）前
第1区田園都市センター／後阿波崎集
落センター　▽11月7日（金）前西代
集落センター／後本新婦人ホーム　▽
11月11日（火）前東保健センター／後
東保健センター



広報稲敷 平成20年11月号　24

生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

ゴールデンゴールズは平日も練習でき
る。だから、選手たちが個々にレベル
アップしていて、チームのバランスも
いいです。社会人野球日本選手権では、
去年以上の成績を期待できます」と力
強いコメントを残してくれました。
　みなさん、11月13日（木）から開催

ゴールデンゴールズ優勝報告
　　　社会人野球日本選手権に期待

8月に全日本クラブ選手権大会で二連
覇を果たしたゴールデンゴールズの選
手たちが、10月1日、市役所江戸崎庁
舎に優勝報告に来庁しました。
　副市長、議長、教育長との会話のな
かで、コーチの松沼さんは「クラブチー
ムは本来、土日しか練習できないが、

される社会人野球日本選手権で、ゴー
ルデンゴールズの応援をしましょう！

5時　▽定員：50人（定員になり次第締

め切り）　▽その他：運動のできる服
装、上履き、なわとび、汗拭き、飲み物
など
●生涯学習課：tel.0297-87-3439※目の前で“まっちゃん”の超カッコイ

イ技も見せてもらえますよ！
▽日時：11月15日（土）　午前10時
～ 11時30分　▽場所：新利根総合運
動公園　体育館　▽対象者：市内在住
小学生1 ～ 6年生を対象　▽参加費
用：100円　▽申込方法：10月29日

（水）から電話で申し込む（土・日・祝日

は除く）　▽受付時間：午前9時～午後

「“まっちゃん”のなわとび教室」
　　　参加者募集！

なわとびに競技があるって知っていま
すか？
　すごい技を持つ、なわとび全日本
チャンピオンが出前授業にやってきま
す。
　なわとびの苦手な子！もちろん、得
意な子も！ちょっとポイントを教えて
もらって、今年のなわとび大会には、
お友達をビックリさせちゃおう！

平成21年1月6日（火）から3月1日（日）
までの約2 ヶ月間、新利根野球場外野芝生
の養生のため、使用することができません。
利用者の方々にはご不便をおかけします
が、ご協力お願い致します。

先般、全世帯に配布しました「稲敷市文化協会各種団体ご案内」の中
で、5ページの押し花絵クラブの氏名欄に誤りがありましたので、
下記のとおり訂正し、お詫び申し上げます。

新利根総合運動公園野球場 お詫びと訂正

誤　村上千代子
正　村山千代子
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

エプロンシアターをしてくれます。
▽日時：11月15日（土）　午後２時～
３時　▽場所：江戸崎公民館　和室2

新利根公民館図書室
おはなし会
季節のお話と、おり紙をします。
▽日時：11月8日（土）　午前10時30
分～ 11時30分　▽場所：新利根公民
館　中会議室

かやこ）

▽日時：11月8日（土）、9日（日）　午
後2時から（上映時間29分）　▽申込：
当日図書館カウンター　▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：11月30日（日）　午前10時
30分～

新着図書
「黒の狩人　上・下」大沢在昌、「コンダ
クター」神永学、「風の轍」岡田秀文、「残
るは食欲」阿川佐和子、「だんだん　上」
森脇京子、「おばさん未満」酒井順子、

「時のかさなり」ナンシー ･ ヒュース
トン、ほか

江戸崎公民館図書室
おはなし会
ボランティアの方が、絵本を読んだり、

市立図書館
文学散歩参加者募集
伊能忠敬記念館などを見学します。
▽日時：11 月 21 日（金）　午前 9 時（図

書館出発）　▽場所：伊能忠敬記念館、
香取神宮宝物館（香取市）　▽対象：稲
敷市在住の方　▽定員 38 人（応募者

多数の場合抽選）　▽参加費：1人2,000
円（昼食代、入館料込み）　▽申込方法：
11 月 6 日（木）までに、往復はがき
に必要事項（1 住所、2 氏名、3 年齢、4

電話番号）を記入して、稲敷市立図書
館（〒 300-0736　稲敷市八千石 18 － 1

稲敷市立図書館文学散歩係）まで。結果
は応募者に後日連絡いたします
※注意：１枚のはがきで二人まで申し
込めます。一人で複数の申込みはでき
ません。また、保険加入のため、代理
参加はできません。当日消印有効

子ども映画会
「わたしのワンピース」（原作：にしまき

新着図書（図書館）
「聖家族」古川日出
男、「美女いくさ」諸
田玲子、「空へ向か
う花」小路幸也
※写真左から

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
       １ 
 ２	 ３	 ４	 ５	 ６	 ７	 ８	
	 ９ 10	 11	 12	 13 14	 15 
 16 17 18 19 20 21 22 
 23 24 25 26 27 28	 29 
 30
江戸崎図書室
毎週月曜日、11月1日（土）～ 5
日（水）、25日（火）休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日、11月1日（土）～ 5
日（水）、25日（火）休室
■開館（室）時間：午前9時～午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時～午後7時

図書カレンダー11月
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
33
回

　「
田
都
久
利
百
人
一
首
」に
つ
い
て（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
坂
本
弥
太
郎

｢
田
都つ

く

り
久
利
百
人
一
首｣

の
紹

介
も
三
回
目
と
な
っ
た
。今
回

で
、
稲
敷
市
域
関
係
の
残
り
十

一
首
を
紹
介
す
る
。

田
家
秋
奥

　
　
　
　

佃 

春
信（
余
津
谷
）

 

元
治
元
年
生

 

通
称
武
一
郎

小
山
田
に
仮か
り
ほ庵
つ
く
り
て
わ
が

居
れ
ば
峰
よ
り
か
よ
う
さ
牡
鹿

の
声

山
五
月
雨

　
　
　
　

坂
本
半
弼（
余
津
谷
）

 

明
治
九
年
生

五
月
雨
は
峰
の
滝
つ
瀨
か
ず
そ

い
て
波
た
ち
わ
た
る
谷
の
か
け

は
し

譬ひ

ゆ喩
歌　

関
川
正
澄（
羽
賀
）

 

通
称
精
一
郎

守
人
の
目
離か

れ
ぬ
園
の
さ
く
ら

花
い
か
に
し
て
か
も
打
ち
手
折

ら
ま
し

落
葉
混
雨

　
　
　
　

板
橋 

譱（
福
田
）

 

明
治
三
年
生

 

通
称
善
太
郎

め
ぐ
り
来こ

し
し
ぐ
れ
の
雨
に
打

ち
ま
じ
り
い
よ
い
よ
し
げ
く
ふ

る
木
葉
か
な

春
地
儀　

渡
辺
一
正（
福
田
）

 
慶
応
二
年
生

 
通
称
市
太
郎

春
く
れ
ば
浦
ふ
く
風
も
の
ど
か

に
て
霞
に
匂
う
沖
つ
嶋
山

山
家
初
冬

　
　
　
　

浅
野
成
章（
村
田
）

 

文
久
元
年
生

 

通
称
藤
三
郎

此
の
あ
さ
け
柴
の
編
戸
を
山
風

の
い
た
く
ぞ
た
た
く
冬
や
来き

ぬ

ら
ん

朝
鶯　
　

根
本
忠
朝(

橋
向)

 

天
保
一
三
年
生

 

通
称
弥
平

此
頃
は
明あ
か

る
す
な
わ
ち
鶯
の
来

鳴
け
ば
老
も
朝あ
さ
い寝
せ
ら
れ
ず

雪
中
眺
望

　
　
　
　

高
城 

和（
上
須
田
）

 

明
治
九
年
生

 

通
称
和
一
郎

見
わ
た
せ
ば
雪
よ
り
外
の
色
も

な
し
ま
が
き
の
野
原
お
ち
の
岡
山

湖
上
霞　

岡
沢
英
義（
福
田
）

 

文
政
八
年
生

 

通
称
九
郎
兵
衛

朝
が
す
み
霞
乃
浦
に
立
ち
そ
め

て
み
る
み
る
し
ず
む
信
太
の
浮

島神
祇　
　

佐
々
木
知
足（
下
太
田
）

 

文
政
七
年
生

 

通
称
吉
右
衛
門

天
の
下
や
ふ
し
も
分
か
ず
照
ら

す
な
る
日
の
大
神
を
た
れ
か
あ

お
が
ぬ

述
懐　
　

平
野
春
躬（
清
水)

 

文
政
七
年
生

 

通
称
七
左
衛
門

年
長
く
わ
か
の
浦う
ら
わ回
に
あ
さ
れ

ど
も
い
ま
だ
と
り
え
ず
あ
わ
び

白
玉

　
「
田
都つ

く

り
久
利
百
人
一
首
」の
編

集
者
で
あ
り
、
そ
の
道
の
指
導

的
立
場
で
あ
っ
た
平
野
春
躬
の

歌
が
印
象
的
で
あ
る
。あ
く
ま

で
も
謙
虚
に
、
和
歌
の
道
を
追

求
し
よ
う
と
す
る
真
摯
な
取
り

組
み
に
敬
服
さ
せ
ら
れ
る
。

　
　

◇　

◇　
◇

　

百
年
以
上
も
昔
の
明
治
三
十

年
に
、
稲
敷
市
域
に
お
い
て
も

和
歌
を
通
し
て
文
化
交
流
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
大

き
な
驚
き
で
あ
る
。

　

今
回
の
紹
介
が
今
後
の
稲
敷

地
方
に
お
け
る
文
化
活
動
の
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

笑
み
か
け
て
笑
み
か
け
て
飲
む
月
見
酒 

坂
本
美
園（
戸
張
）

行
く
雲
の
流
れ
華
や
ぐ
今
日
の
月 

岡
村
敏
子（
新
山
）

寝
そ
び
れ
て
虫
の
世
界
に
入
り
に
け
り 

代
静（
犬
塚
）

女
湯
へ
つ
づ
く
廊
下
の
お
み
な
え
し 

篠
田
啓
子（
新
山
）

星
月
夜
け
ふ
と
明
日
と
を
つ
な
ぐ
空 

溝
口
民
城（
高
田
）

コ
ス
モ
ス
の
花
に
染
ま
り
つ
摘
み
に
け
り 

宮
本
芳
子（
切
通
）

今
日
果
つ
る
蝉
か
も
声
の
さ
び
し
き
は 

矢
口
由
里
子（
西
町
）

敬
老
の
佳
き
日
は
父
の
誕
生
日 

根
本
京
子（
高
田
）

一
叢
の
芒
が
ゆ
れ
て
庭
暮
る
る 

岡
沢
一
歩（
羽
賀
）

お
隣
も
栗
の
実
拾
う
雨
上
が
り 

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

秋
晴
や
霞
ヶ
浦
の
空
広
し 

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

秋
茄
子
や
養
生
実
る
小
庭
か
な 

石
井
忠（
橋
向
）

虫
か
ご
に
入
れ
ら
れ
忘
れ
ら
れ
に
け
り 
福
本
き
み
え（
新
山
）

薄
雲
も
ま
た
一
興
や
今
日
の
月 
川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

こ
の
花
も
入
れ
て
あ
げ
ま
せ
う
月
の
供
華 

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

広
々
と
花
咲
く
蕎
麦
の
風
白
し 

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

秋
空
に
絵
の
具
で
塗
り
し
様
な
雲 

埜
口
信
子（
阿
波
）

寺
山
を
昇
り
切
っ
た
る
望
の
月 

大
久
保
フ
ク（
古
渡
）

秋
空
に
ク
レ
ー
ン
高
し
瓦
替
え 

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
て
川
面
に
紅
写
す 

小
貫
和
子（
浮
島
）

足
病
み
て
留
守
番
続
く
秋
湿
り 

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

名
月
や
白
く
並
ん
だ
韮
の
花 

高
須
湖
城（
浮
島
）

こ
お
ろ
ぎ
と
交
わ
す
挨
拶
草
を
刈
る 

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

杖
を
つ
く
老
婆
に
出
合
う
ふ
る
里
の
友
は
老
い
け
り
我
よ
り
も
尚 

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

彼
岸
入
り
鳴
く
こ
お
ろ
ぎ
の
昨
日
よ
り
声
澄
み
透
り
今
宵
聞
こ
え
来 

内
田
君
代（
沼
田
）

集
中
豪
雨
車
窓
を
た
た
き
一
瞬
の
闇
に
目
を
こ
ら
し
見
る
コ
ン
ビ
二
の
灯 

小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

た
ま
さ
か
に
行
き
し
霞
浦
の
辺
さ
ら
さ
ら
と
葦
群
末
枯
れ
風
に
な
び
け
り 

坂
本
緑（
鳩
崎
）

か
と
言
っ
て
何
が
変
わ
ろ
か
総
裁
選
乱
立
候
補
を
冷
め
た
目
で
追
う 

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

受
講
者
の
歌
評
書
く
こ
と
二
時
間
余
眼
し
ば
た
き
充
足
に
い
る 

根
本
正
直（
門
前
）

畑
仕
事
終
え
て
帰
れ
ば
庭
先
の
白
き
夕
顔
涼
し
げ
に
咲
く 

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

食
品
の
産
地
と
表
示
見
て
い
て
も
信
じ
て
良
い
の
か
わ
か
ら
ぬ
時
代 

山
本
彰
治（
高
田
）

畑
仕
事
ま
だ
終
ら
ぬ
か
残
暑
だ
よ
日
も
暮
れ
る
よ
と
つ
く
つ
く
ぼ
う
し 

及
川
良
三（
佐
倉
）

色
づ
き
し
田
面
の
い
つ
か
暮
れ
ゆ
き
て
垂
れ
た
る
稲
穂
の
仄
か
に
か
お
る 

永
長
小
夜（
古
渡
）

萩
し
だ
れ
コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
て
栗
柿
熟
れ
て
楽
し
み
多
き
仲
秋
の
庭 

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

し
と
ど
降
る
夜や
は
ん半
の
雨
に
目
を
覚
し
お
そ
れ
つ
つ
聞
く
稲
の
倒
伏 

篠
田
す
い（
下
太
田
）

日
記
帳
広
げ
て
一
瞬
時
止
ま
る
今
日
あ
り
し
こ
と
忘
れ
去
り
た
り 

川
村
と
み（
下
太
田
）

夕
空
に
消
え
果
て
る
ま
で
白
鷺
の
と
び
ゆ
く
群
の
優
雅
眼め

に
追
ふ 

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

蚊か

や帳
の
中
螢
を
入
れ
し
祖
父
の
手
が
今
は
な
つ
か
し
我
が
手
の
螢 

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

稲
刈
り
を
祝
う
が
如
く
鷺さ
ぎ

、燕つ
ば
め　

機
械
追
い
つ
つ
虫
捕と

り
て
飛
ぶ 

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

湯
上
が
り
の
お
く
れ
髪
を
し
撫
で
あ
げ
て
君
す
む
天
に
な
が
む
宵
月 

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

八や
つ
か束
ひ
げ
自
ず
か
ら
黒
に
染
ま
り
ゆ
き
玉
蜀
黍
は
熟
れ
さ
か
り
な
り 

山
根
三
千
人（
西
代
）

夜
ふ
か
し
の
孫
を
諫
め
つ
つ
エ
ア
コ
ン
を
止
め
れ
ば
は
や
も
秋
の
虫
鳴
く 

山
口
朋
子（
結
佐
）

十
四
年
と
な
り
て
め
っ
き
り
老
い
し
犬
病
ま
ず
死
に
た
り
夏
を
越
す
な
く 

板
橋
道
子（
福
田
）

大
き
め
の
皿
に
そ
う
め
ん
、サ
ラ
ダ
な
ど
今
日
の
お
ひ
る
は
レ
ス
ト
ラ
ン
み
た
い 

根
本
邦
子（
押
砂
）

ど
の
道
を
行
く
も
そ
の
奧
究
め
よ
と「
道
」と
書
き
く
れ
し
知
事
も
逝
き
け
り 

柴
崎
文
子（
町
田
）

夕
茜
に
赤
く
染
ま
り
て
白
き
蝶
草
も
揺
ら
さ
ず
飛
び
立
ち
ゆ
き
ぬ 

平
山
栄
子（
八
筋
川
）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで
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編集後記　▽いよいよ秋も本格的。山栗やアケビも色付いて、カレンダーも残りわずかになっ
てきました。問題はいつ炬燵を出すか？愚犬と私はいつ炬燵布団がベランダに干されるか、待
ち遠しい今日この頃です（i）　▽スポーツフェスティバルのソフトバレーに参加しました。結果
は予選敗退。そして、普段運動してない私は体中が痛いです。悔しかったので、来年こそは決勝
戦に進みたいと思います！（栗）

学び舎・いん・稲敷　no.04　東中学校　生徒数：301人（9月1日現在）

命の大切さを実感できる生徒の育成をめざして

｢ お早うございます！」気持ち良いあ
いさつをする生徒。「ワッセワッセ」と
外周を朝練する生徒。「プープー」と響
きよい吹奏楽の音色。ボランティアで
掃き掃除をしている生徒。など、東中
学校の朝は元気に始まります。
　本年度も豊かな体験活動推進事業の
一環として、命の大切さを学ぶ学習を
展開しています。教育活動全体の中で、
地域のヒト・モノ・コトとの交流や体
験活動などの関わりを通して、生命尊

重や豊かな心を育てる学習に努めてい
ます。
　サツマイモの栽培、職場体験活動、
救急救命法講習、幼稚園児や高齢者と
の交流やボランティア活動、動物の内
臓の観察、ビオトープでのタナゴの成
育観察により命の大切さを実感し、人
の生き方から命の大切さを学んでいま
す。
　さまざまな体験や人との関わりの中
から、他を思いやる心、生命への尊厳

や命を大切にする心が育ち、自分の生
き方を考えることができるようになっ
てきています。地域の皆さまのご支援
とご協力をお願いします。

あずま生涯
学習センター
あずま生涯
学習センター

図書館
民俗資料館
図書館
民俗資料館

東中学校東中学校

コンビニストアーコンビニストアー
国道125号線国道125号線
新利根川新利根川 東中神橋東中神橋

至 潮来・
　 香取
至 潮来・
　 香取至 龍ケ崎至 龍ケ崎

東保健
センター
東保健
センター

ハートピア
いなしき
ハートピア
いなしき




